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南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
(
会

長
・
脇
中
孝
田
辺
市
長
)
は
三
月

二
十
二
日
(
日
)
、
熊
楠
ゆ
か
り

の
地
を
歩
く
「
第
十
四
回
南
方
を

訪
ね
て
」
を
聞
き
ま
す
。
今
回
は

「
昭
和
天
皇
と
南
方
熊
楠
|
行
幸

と
進
講
」
を
テ

l
マ
に
、
昭
和
四

年
六
月
一
日
、
昭
和
天
皇
が
紀
州

を
行
幸
さ
れ
た
さ
い
に
熊
楠
が
献

上
し
た
動
植
物
標
本
を
採
集
し
た

田
辺
湾
周
辺
や
、
白
浜
・
三
段
壁
、

ご
座
船
が
安
置
さ
れ
て
い
る
熊
野

三
所
神
社
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

日
程
は
、
田
辺
市
青
少
年
研
修

セ
ン
タ
ー
(
田
辺
市
役
所
裏
)
に

午
前
十
時
三
十
分
集
合
。
講
義
の

あ
と
、
大
型
パ
ス
二
台
で
田
辺
市

新
庄
町
内
之
浦
、
三
段
壁
(
昼
食
)
、

熊
野
三
所
神
社
、
南
方
熊
楠
記
念

館
を
訪
ね
ま
す
。
講
師
は
、
顕
彰

会
常
任
理
事
で
南
紀
生
物
同
好
会

事
務
局
長
の
後
藤
伸
さ
ん
と
、
同

1998年2月5日

じ
く
常
任
理
事
で
南
方
熊
楠
研
究

家
の
中
瀬
喜
陽
さ
ん
。

募
集
要
項
は
次
の
通
り
で
す
。

マ
参
加
費

一
千
五
百
円
(
昼
食
は

各
自
持
参
)

マ
申
し
込
み
一
南
方
熊
楠
邸
保
存

顕
彰
会
事
務
局
(
干
6
4
6
1

0
0
3
3

田
辺
市
新
屋
敷
町

一
番
地
、
電
話
0
7
3
9
・

2
2
・

5
3
0
0
番
)

マ
定
員
・
百
人

マ
締
め
切
り
一
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す

昭
和
前
半
ま
で
の
天
皇
は
《
現

人
神
》
で
あ
っ
た
。
憲
法
に
も
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「天
皇
は
神
聖
に
し
て
お
か
す
べ

か
ら
ず
」
と
あ
る
。
そ
の
《
あ
ら

ひ
と
が
み
》
が
「
生
物
の
ご
研
究

に
紀
州
へ
行
幸
さ
れ
た
」
と
あ
っ

て
は
、
狂
喜
し
た
の
は
南
方
熊
楠

だ
け
で
な
く
、
地
元
和
歌
山
県
の

生
物
研
究
に
携
わ
る
人
た
ち
全
員

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

一
同
「
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
ほ
ど
感
銘
し
た
」

と
の
大
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

昭
和
四
年
に
「
紀
州
生
物
雑
姐
の

会
」
(
発
行
所
・
田
辺
町
)
が
発

足
し
、
そ
れ
が
昭
和
六
年
に
「
和

歌
山
県
博
物
学
会
」
に
発
展
し
、

昭
和
九
年
の
「
紀
州
生
物
学
会
」

に
引
き
継
が
れ
た
。
行
幸
記
念
の

「県
立
生
物
博
物
館
」
の
建
設
が

計
画
さ
れ
、
準
備
に
軒
余
曲
折
は

あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
昭
和
十
二

年
白
浜
の
江
津
良
(
後
日
臨
海
実

験
所
内
に
移
転
)
に
実
現
し
た
。

行
幸
時
に
展
示
す
る
た
め
の
多
量

の
植
物
標
本
が
作
成
さ
れ
た
が
、

も
ち
ろ
ん
南
方
熊
楠
の
指
導
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
田
辺
湾
周
辺
、
特
に
田

辺
市
文
里
か
ら
内
之
浦
、
烏
ノ
巣
、 力

ー
メ
ン
・ブ
ラ
ッ
カ
ー
さ
ん

講
演

谷
川
健
一
さ
ん
の

宮
古
島
シ
ン
ポ
に
参
加
し
て

普
段
着
の
南
方
熊
楠
⑤

古
賀
浦
を
経
て
綱
不
知
に
至
る
複

雑
な
地
形
の
丘
陵
地
や
塩
沼
地

は
、
貴
重
な
植
物
の
宝
庫
で
あ
っ

た
。
南
方
邸
に
保
存
さ
れ
て
い
る

当
地
採
集
の
熊
楠
植
物
標
本
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
「
近
畿
地
方
の

保
護
上
重
要
な
植
物
」
(
レ
ッ
ド

デ

l
タ
ブ
ッ
ク
近
畿
)
に
三
十
種

以
上
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
戦
後
の
経
済
発
展
と

引
き
換
え
に
、
い
か
に
塩
沼
地
や
入

り
江
が
消
滅
し
た
か
が
分
か
る
。

行
幸
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
神

島
の
森
は
、
天
然
記
念
物
指
定
後

の
三
十
年
間
に
、
森
林
の
主
要
樹

で
あ
っ
た
タ
ブ
ノ
キ
が
枯
れ
た
た

め
、
昭
和
初
期
の
姿
と
は
大
き
く

変
貌
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
近
年

の
環
境
の
悪
化
に
よ
り
森
林
が
衰

弱
し
、
カ
ワ
ワ
の
糞
害
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
危
機
状
態
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
神
島
上
陸
厳
禁
の
措

置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
た
。
い
ま
、
過
去
の
神
島
を

代
行
で
き
る
森
は
、
田
辺
・
白
浜

周
辺
で
は
熊
野
三
所
神
社
の
森
し

か
な
い
。
こ
の
神
社
林
の
主
要
構

成
樹
は
、
樹
齢
が
百
年
を
超
え
る

神
島
を
探
る
①後
藤

伸
氏

熊
楠
ゆ
か
り
の
地
⑤

中
瀬
喜
陽
氏

タ
ブ
ノ
キ
、
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
、
ホ

ル
ト
ノ
キ
な
ど
の
高
木
で
あ
っ

て
、
照
葉
樹
林
と
し
て
の
景
観
を

保
持
し
て
い
る
。
こ
の
社
叢
(
し

ゃ
そ
う
)
は
、
神
島
と
同
様
シ
イ

ノ
キ
を
含
ま
な
い
《
タ
ブ
ノ
キ
・

ワ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
群
集
》
と
し
て
の

形
態
を
今
に
伝
え
て
い
る
た
め
、

和
歌
山
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

京
都
大
学
の
瀬
戸
臨
海
実
験
所

は
、
日
本
に
お
け
る
海
洋
性
生
物

学
研
究
所
と
し
て
世
界
的
に
知
ら

れ
た
拠
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
昭

和
天
皇
は
じ
め
皇
室
と
の
つ
な
が

り
が
特
に
深
く
、
多
く
の
皇
族
方

が
生
物
学
の
研
究
に
ご
訪
問
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
つ
ど
、
番
所
の
鼻

沖
の
岩
礁
地
帯
や
畠
島
、
塔
島
付

近
は
《
磯
観
察
の
場
》
に
な
っ
て

き
た
。
ま
た
、
熊
楠
が
献
上
し
た

《
海
蜘
昧
》
(
ウ
シ
オ
グ
モ
と
推

察
さ
れ
る
)
や
、
洞
窟
性
海
水
性

カ
メ
ム
シ
で
あ
る
ワ
ミ
ミ
ズ
カ
メ

ム
シ
も
、
白
浜
三
段
壁
の
海
岸
か

ら
知
ら
れ
て
い
る
。

(
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伸
)


